
 
 

 
 
 

開
校
百
二
十
周
年
を
迎
え
て 

 
 

 

明
治
三
十
年
、
地
域
の
方
々
の
熱
望 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

シ
テ
恰
モ
山
間
ノ
一
部
邑
タ
ル
ノ
感
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に
よ
り
誕
生
し
た
根
津
小
学
校
は
、
火 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ナ
シ
自
ラ
中
部
ト
其
ノ
情
態
ヲ
異
ス
ル 

災
や
震
災
、
大
き
な
戦
争
に
よ
る
学
童 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
ア
リ
』 

疎
開
の
つ
ら
い
経
験
な
ど
を
乗
り
越
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学
校
の
前
か
ら
上
野
の
山
が
見
え
、 

て
、
今
年
、
開
校
百
二
十
周
年
を
迎
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

校
舎
の
後
ろ
に
は
弥
生
の
丘
が
堂
々
と 

ま
し
た
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立
ち
上
っ
て
い
る
、
百
二
十
年
前
の
景 

 

東
京
市
根
津
尋
常
小
学
校
と
し
て
開 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

色
に
想
像
を
巡
ら
せ
る
の
は
楽
し
く
、 

校
し
た
当
時
は
、
児
童
数
わ
ず
か
三
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

心
躍
る
ひ
と
と
き
で
す
。 

七
名
で
し
た
が
、
翌
、
明
治
三
十
一
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現
在
の
根
津
小
か
ら
は
、
不
忍
通
り 

に
は
、
高
等
科
も
新
設
さ
れ
、
二
百
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

両
側
に
商
店
街
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が 

十
六
名
に
急
増
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
児 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

立
ち
並
び
、
上
野
の
山
は
見
え
ま
せ
ん
。 

童
数
は
増
加
し
続
け
、
大
正
十
二
年
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
し
か
し
、
片
町
・
宮
本
・
八
重
垣
・
宮 

ピ
ー
ク
時
に
は
、
現
在
と
同
じ
こ
の
敷 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
永
・
藍
染
・
弥
生
等
の
由
緒
あ
る
地
名 

地
内
に
、
千
八
百
五
十
六
人
も
の
児
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や
、
根
津
神
社
を
中
心
と
し
て
栄
え
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が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
の
香
り
が
未
だ
に
残
る
、
魅
力
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昭
和
二
年
に
は
、
五
百
名
が
新
設
さ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

る
土
地
柄
で
す
。 

た
汐
見
尋
常
小
学
校
に
移
り
ま
し
た
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こ
の
地
域
の
特
色
や
教
育
力
を
活
用 

 

現
在
ま
で
に
一
万
三
千
六
百
四
十
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
て
、
本
校
で
は
昨
年
度
よ
り
教
育
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名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
地
域
に
根
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程
を
再
編
成
し
ま
し
た
。
生
活
科
・
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い
た
学
校
、
地
名
を
頂
い
た
学
校
と
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合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
、
地
域 

て
、
皆
様
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

探
検
や
職
業
体
験
、
伝
統
の
飴
細
工
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地
域
に
は
、
開
校
当
時
か
ら
何
世
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ペ
ン
画
、
伝
統
芸
能
の
鼓
や
三
味
線
、 

に
も
わ
た
り
、
根
津
小
学
校
を
卒
業
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

茶
道
や
華
道
、
日
本
舞
踊
等
、
日
本
人 

れ
た
ご
家
族
が
多
く
お
い
で
で
す
。
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
し
て
、
そ
し
て
根
津
っ
子
と
し
て
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た
、
根
津
地
域
の
発
展
に
伴
い
、
他
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
存
分
に
身
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区
か
ら
移
り
住
ま
れ
た
方
々
も
同
様
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付
け
ら
れ
る
教
育
活
動
が
整
え
ら
れ
た 

根
津
の
町
を
愛
し
、
本
校
を
し
っ
か
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と
自
負
し
て
い
ま
す
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と
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
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こ
れ
も
、
地
域
伝
統
技
能
を
お
持
ち 

「
わ
が
町
、
根
津
」
「
誇
れ
る
町
、
根 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
講
師
の
皆
様
、
根
津
弥
生
七
ヶ
町
会 

津
」
と
熱
い
思
い
を
抱
か
れ
る
地
域
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
、 

学
校
で
、
百
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

学
校
を
が
っ
ち
り
と
支
え
て
く
だ
さ
っ 

こ
と
に
、
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
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た
、
文
京
区
教
育
委
員
会
の
ご
指
導
・ 

っ
ぱ
い
で
す
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ご
鞭
撻
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し
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本
校
に
残
る
百
二
十
年
前
の
文
書
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げ
ま
す
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こ
の
よ
う
な
描
写
が
あ
り
ま
し
た
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根
津
小
学
校
が
今
後
も
誇
り
高
く
、 

『
根
津
ノ
地
タ
ル
ヤ
本
郷
區
ノ
東
部
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「
凛
」
と
し
た
学
校
、
地
域
と
と
も
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位
シ
テ
東
ハ
上
野
ノ
丘
陵
ヲ
仰
キ
西
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歩
む
学
校
と
し
て
、
歴
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を
刻
ん
で
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彌
生
ヶ
丘
ヲ
負
ヒ
タ
ル
一
帯
ノ
低
地
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く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
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